
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

ダリアーナ・エル・アウル=ラウラ

ノーブルエルフ

秘術師

10

0

暗視、剣の加護/水の申し子、カリスマ、弱点(物理+2)

女性 19歳

魔法王から諌められたことがある
宮廷で噂になったことがある
貴族は選ばれた存在だと教え込まれた

11

3

14

7 18 3

12 2 25 4

6 6 15 2

9 3 15 2

11 9 34 + 2 6

10 10 34 5

プリースト/ル=ロウド

エンハンサー

グリモワール

アリストクラシー

2

5

10

7

魔導書習熟A

魔導書習熟S

魔法誘導

魔法収束

クリティカルキャスト

AG37

AG37

IB32

IB39

IB36

エルフ語

魔法文明語

○ ○

○ ○

アンチボディ

ストロングブラッド

メディテーション

ビートルスキン

スフィンクスノレッジ

心震わせる美声Ⅰ

秘めたる博識Ⅰ

囁く気配Ⅰ

防御陣形

心震わせる美声Ⅱ

部下の情報収集

魔力増大の陣

ジェレ・コ・サーレ抑制術学派入門

投機の魔導書を購入

学派4レベル秘奥魔法修得

学派7レベル秘奥魔法修得

学派10レベル秘奥魔法修得

二つ名取得

装飾品の専用化

50

50

20

30

50

30

50

520 800

0

0

0

0

ソフトレザー

ラウンドシールド

7

8

0

3

1

4

投機の魔導書 1H 0 0

貴族基本セット

魔香草x5

魔晶石(3点)x11

魔晶石(5点)x10

〈熟練兵〉/人族
1000

3 25 75 0 4 45

0/× 0 12 15 72

神聖魔法

秘奥魔法

2

10

8

16

紫のリボン

聖印

セービングマント

マナリング

魔導書ホルダー

叡智の魔紋

高価な絹で作られたリボン

ル=ロウド神の聖印

回避や抵抗の失敗時、魔法ダメージ-4

ダメージ魔法のダメージを+1する

補助動作で魔導書の出し入れが行える

知力に+2、壊すと+14

アウル=ラウラ子爵家の末娘である、秘術使いの少女。
その瞳は憂いを絶やすことはなく、淑やかな容姿を持ちながら、どこか危うい雰囲気も漂わせる。
不眠症で、常に鬱屈とした気分に苛まれており、渇きを癒す何かを探し続けている。
ノーブルエルフとしては赤子にも等しい年齢ではあるが、早々に秘奥魔術の才を開花させ、既に高度な術式までものにしている。
反面、身に着けた秘術は他者を傷付け痛めつけるようなものばかりで、躊躇いなく平民を虐げ、身内にさえ牙を剥く。
不安定な情動と歪みを抱えた在り方から宮廷では眉を顰められることもあるが、そういった不安定さと危うさが逆に人を惹きつけている場合
もあり、良くも悪くも宮廷人たちの話のタネになりやすい。
何度か宮廷で問題を起こしたこともあり、自国の魔法王からは「平穏を愛せ」と諌められている。
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